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前橋市男女共同参画情報誌
　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で
発
行
し

て
い
る
男
女
共
同
参
画
情
報
誌「
新
樹
」。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
同
誌
の
記
事
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
男
女
共
同

参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
の
結
果

で
す
。

　
本
市
で
は
、
現
状
の
市
民
意
識
や
行

政
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
本
年
度
に
策
定
予
定
の
次
期
前

橋
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
の
参
考

資
料
と
す
る
た
め
、
昨
年
９
月
に
男
女

共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
無
作
為
に
抽
出
し
た
市
内
在
住
の
満

18
歳
以
上
の
男
女
３
，
０
０
０
人
に
調

査
票
を
郵
送
。
１
，
１
８
１
人
か
ら
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う
考

え
方
に
つ
い
て
は
、「
反
対
」
と
「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
反
対
」
を
合
わ
せ
た
割

合
は
、
全
体
で
61・５
％
。
性
別
で
見
る

と
女
性
65
・
５
％
、
男
性
55
・
７
％
で
、

女
性
が
９・８
㌽
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
結
果
か
ら
、
固
定
的
な
性
別
役

割
分
担
に
反
対
す
る
意
見
が
多
い
も
の

の
、
そ
の
意
識
は
依
然
と
し
て
残
っ
て

い
る
こ
と
、
特
に
男
性
で
根
強
い
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。「
男
女
共
同
参
画
は
、

個
人
に
特
定
の
生
き
方
を
押
し
つ
け
る

も
の
で
は
な
く
、
女
性
の
み
な
ら
ず
男

性
に
つ
い
て
も
生
き
方
の
幅
を
広
げ
る

も
の
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
理
解
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
調
査
結
果
は
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

☎027‐898‐6517

Vol.4　男女共同参画に関する市民意識調査結果
男女共同参画センター問

ミニコ
ラム

「新樹」は
こちらから

意識調査結果は
こちらから

「男は仕事、女は家庭」という考え方について

27.6％ 33.9％

35.0％

32.5％

13.5％

2.6％2.6％

1.3％1.3％

4.1％4.1％

4.4％4.4％

5.1％5.1％

3.2％3.2％

12.6％

15.2％

18.0％

15.5％

21.9％

30.5％

23.2％

全体
〈n=1181〉

女性
〈n=708〉

男性
〈n=462〉

■
反
対

■
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
反
対

■
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
賛
成

■
賛
成

■
わ
か
ら
な
い

■
無
回
答

　

昨
年
、
前
橋
鳶
工
業
組
合
の
組

合
長
に
就
任
し
た
齋
藤
さ
ん
。
同

組
合
や
派
生
組
織
・
前
橋
伝
統
文

化
保
存
会　
華
粋
会
は
、
前
橋
ま
つ

り
や
初
市
ま
つ
り
、
消
防
隊
出
初

式
な
ど
で
、
木
や
り
や
は
し
ご
乗

り
、ま
と
い
振
り
を
披
露
し
て
き
た
。

　
「
組
合
は
１
０
０
年
以
上
も
昔
か

ら
あ
っ
て
、
伝
統
文
化
を
代
々
受

け
継
い
で
き
ま
し
た
。
は
し
ご
乗

り
は
、
地
上
７
㍍
の
高
さ
で
決
め

る
技
の
派
手
さ
や
美
し
さ
が
魅
力

で
す
。
私
が
若
い
頃
は
、
若
鳶
会
と

い
う
若
手
の
集
ま
り
で
稽
古
し
ま

し
た
。
当
時
20
人
程
度
い
た
集
ま

り
も
、
近
年
は
後
継
者
不
足
で
２

～
３
人
程
度
ま
で
減
り
ま
し
た
」

　

こ
う
し
た
中
、
組
織
と
し
て
伝

統
文
化
を
保
存
し
よ
う
と
、
昭
和

60
年
に
華
粋
会
が
誕
生
。
平
成
４

年
に
は
木
や
り
・
は
し
ご
乗
り
・
ま

と
い
振
り
が
市
の
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　
「
以
前
の
出
初
式
で
は
、
県
の
鳶

組
合
の
若
鳶
会
か
ら
他
市
の
人
が

来
て
、
は
し
ご
乗
り
を
披
露
し
ま

し
た
。
残
念
な
が
ら
も
う
既
に
、
前

橋
の
人
だ
け
で
で
き
る
状
況
で
は

な
い
ん
で
す
」

　

果
た
し
て
10
年
後
、
伝
統
を
残

せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
、
強
い

危
機
感
を
抱
い
て
い
る
と
い
う
。

　
「
と
び
職
に
限
定
せ
ず
、
異
業
種

の
人
や
日
本
の
文
化
が
好
き
な
人

に
も
参
加
し
て
も
ら
う
な
ど
、
門

戸
を
開
い
て
担
い
手
を
増
や
す
段

階
に
来
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
」

　

古
く
か
ら
続
く
歴
史
を
途
絶
え

さ
せ
ま
い
と
、
齋
藤
さ
ん
ら
は
大

き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。

　

と
び
職
人
の
伝
統
文
化
を
後
世
に

前
橋
鳶
工
業
組
合
長

齋
藤 

順
一
さ
ん
・
59
歳

下
細
井
町

　

旬
な
農
産
物
や
生
産
者
を
紹
介
す

る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
上
州
牛

ま
え
ば
し
で
す
。

　

養
豚
が
盛
ん
な
こ
と
で
知
ら
れ
る

本
市
。
肉
用
牛
の
生
産
も
盛
ん
で
、
そ

の
産
出
額
は
県
内
１
位
（
※
）
を
誇
り

ま
す
。
そ
こ
で
前
橋
市
農
業
協
同
組

合
と
Ｊ
Ａ
前
橋
市
肉
牛
肥
育
部
会
は
、

「
ま
え
ば
し
産
牛
肉
」
の
地
域
ブ
ラ
ン

ド
化
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
ま

え
ば
し
畜
産
物
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議

会
を
設
立
。
平
成
29
年
に
上
州
牛
ま

え
ば
し
を
定
義
し
ま
し
た
。

　

上
州
牛
ま
え
ば
し
は
、
部
会
員
が

生
産
し
た
上
州
牛
の
う
ち
、
牛
の
脂

肪
に
含
ま
れ
る
オ
レ
イ
ン
酸
の
割
合

が
高
く
、
よ
り
厳
し
い
肉
質
等
級
基

準
を
ク
リ
ア
し
た
牛
に
与
え
ら
れ
る

名
称
で
す
。
そ
の
品
質
の
高
さ
か
ら
、

本
市
推
奨
赤
城
の
恵
ブ
ラ
ン
ド
認
証

品
に
も
認
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
オ
レ

イ
ン
酸
に
は
血
中
の
中
性
脂
肪
や
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
量
を
調
整
す
る
働
き

が
あ
り
、
オ
レ
イ
ン
酸
を
多
く
含
む

肉
は
、
口
に
入
れ
た
と
き
に
脂
肪
が

溶
け
や
す
く
柔
ら
か
な
食
感
に
な
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
内
で
は
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マ 

ー
ズ
朝
日
町
・
朝
倉
町
や
Ａ
コ
ー
プ

み
や
ぎ
店
で
購
入
で
き
ま
す
。
シ
ン

プ
ル
に
肉
の
美
味
し
さ
を
味
わ
え
る

ス
テ
ー
キ
や
焼
き
肉
、
こ
の
時
季
に

ぴ
っ
た
り
の
す
き
焼
き
な
ど
で
、
年

末
年
始
は
上
州
牛
ま
え
ば
し
の
口
ど

け
を
堪
能
し
て
み
て
は
。

絶品の肉に舌鼓

問 農政課
☎ 027-898-5841

あぐり
channel

上州牛まえばし
5

こ
の
シ
ー
ル
が
目
印（
赤
城
の
恵
認
証
マ
ー

ク
部
分
は
新
マ
ー
ク
に
変
更
予
定
）

※令和元年市町村別農業産出額（推計）から

秋の夜空に祈りの花火

朔太郎の詩など作品化

　11月23日に、前橋花火大会を
無観客で開催。打ち上げの様子
は、群馬テレビで放映されまし
た。今回は、利根川河畔で1,500
発を打ち上げ。例年に比べ規模
は縮小したものの、新型コロナ
ウイルス感染症の収束を祈願す
るとともに、来年の花火大会へ
思いをつなげました。

　前橋文学館で１月16日㈰まで
開催する企画展「ああ　これは
なんという美しい憂鬱だろう
ムットーニのからくり文学館」。
萩原朔太郎の詩などを題材にし
たからくり人形作品を展示中で
す。関連イベントでは独自の世
界観で表現する作品を、武藤政
彦さん本人が解説しました。
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上州牛まえばしについて
詳しくはこちら


